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柾屋村長　施政方針演述

　

平
成
30
年
第
１
回
村
議
会
定
例
会
が
３
月
６
日
か
ら

９
日
ま
で
の
４
日
間
開
か
れ
、
30
年
度
の
予
算
な
ど
41

議
案
が
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
初
日
の
施

政
方
針
演え

ん
じ
ゅ
つ

述
で
柾
屋
伸
夫
村
長
は
「
総
合
戦
略
を
本
格

展
開
し
、
ま
す
ま
す
の
魅
力
発
信
や
観
光
・
交
流
の
拡

大
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
」
と
所
信
表
明
し
具
体
的
な

考
え
方
な
ど
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

　

昨
年
発
生
し
た
台
風
災
害
か
ら
の
復
旧
完
了
や
村
の

活
性
化
と
成
長
を
目
指
し
た
施
政
方
針
演
述
の
、
主
な

内
容
や
予
算
な
ど
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。（
２

㌻
〜
11
㌻
）

台
風
災
害
復
旧
の
完
遂
目
指
す

　

本
年
度
は
、
平
成
28
年
に
発
生
し
た
「
台

風
第
10
号
災
害
か
ら
の
復
旧
の
完
了
」
を

目
指
す
取
り
組
み
や
震
災
復
興
の
成
果
な

ど
を
産
業
・
経
済
の
活
性
化
に
も
つ
な
げ

る
「
地
方
版
総
合
戦
略
の
本
格
展
開
」
に

全
力
を
挙
げ
て
き
ま
し
た
。

　

台
風
10
号
災
害
復
旧
は
、
20
世
帯
の
住

宅
復
旧
が
完
了
し
、
継
続
中
の
２
世
帯
で

も
、
解
体
（
１
世
帯
）
と
応
急
復
旧
（
１

世
帯
）
が
終
了
と
な
り
ま
し
た
。
道
路
河

川
な
ど
の
復
旧
は
、
村
管
理
の
村
道
な
ど

（
49
カ
所
）
や
県
管
理
の
河
川
な
ど
（
５

カ
所
）
を
含
め
た
被
災
全
施
設
に
つ
い
て

　

ま
ず
、
「
台
風
10
号
災
害
復
旧
の
完
遂
」

へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
。

　

村
管
理
施
設
は
、
繰
越
事
業
と
な
る
村

道
（
普
代
茂
市
線
３
カ
所
、
１
８
２
７
万

円
）
、
橋
梁
（
羅
賀
橋
、
１
億
９
０
０
万
円
）
、

水
道
施
設
（
普
代
簡
水
、
２
４
３
７
万
円
）

の
復
旧
を
加
速
し
、
７
月
末
の
完
成
を
期

し
ま
す
。
ま
た
、
県
管
理
の
普
代
川
と
茂

市
川
の
護
岸
な
ど(

５
カ
所)

は
、
県
と

連
携
し
本
年
内
の
早
期
完
成
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。
併
せ
て
、
代
替
村
営
住
宅
使

用
料
免
除
な
ど
を
継
続
し
、
被
災
者
の
生

活
・
住
宅
再
建
を
支
援
し
な
が
ら
、
復
旧

完
遂
へ
の
取
り
組
み
を
加
速
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

次
に
、
総
仕
上
げ
に
向
け
た
「
総
合
戦

略
の
さ
ら
な
る
展
開
」
に
つ
い
て
。

点
施
設
整
備
な
ど
も
推
進
で
き
ま
し
た
。

改
め
て
、
村
議
会
を
は
じ
め
、
関
係
機
関

や
村
民
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
と
全
国
か
ら

の
ご
支
援
に
お
礼
を
申
し
上
げ
る
次
第
で

あ
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
平
成
30
年
度
は
、
台
風
10
号

災
害
復
旧
の
完
遂
や
人
口
減
少
の
抑
制
、

産
業
・
経
済
の
活
性
化
な
ど
を
期
す
総
合

戦
略
の
総
仕
上
げ
に
向
け
た
さ
ら
な
る
展

開
、
後
期
総
合
発
展
計
画
事
業
の
着
実
な

推
進
に
渾
身
の
力
を
傾
注
し
、
「
笑
顔
が

満
ち
あ
ふ
れ
る
、
北
緯
40
度
の
地
球
村
・

青
の
国
ふ
だ
い
」
の
魅
力
ア
ッ
プ
に
ま
い

進
す
る
よ
う
決
意
し
て
お
り
ま
す
。
引
き

続
き
の
ご
指
導
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

本
年
内
の
復
旧
が
見
込
め
る
ま
で
進
ん
だ

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
総
合
戦
略
の
本
格
展
開
で
は
、

特
産
品
の
魅
力
発
信
や
観
光
・
交
流
の
拡

大
を
け
ん
引
す
る
村
づ
く
り
会
社
「
株
式

会
社
青
の
国
ふ
だ
い
」
を
設
立
し
、
改
修

し
た
観
光
セ
ン
タ
ー
で
の
本
格
稼
働
が
な

さ
れ
、
加
え
て
、
華
の
ま
ち
普
代
村
構
想

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
太
田
名
部
地
域
活
動
拠

　

昨
年
１
年
間
の
人
口
減
少
は
△
47
人

（
お
と
と
し
36
人
）で
し
た
。
要
因
別
で
は
、

自
然
増
減
が
△
35
人
（
出
生
19
人
、
死
亡

54
人
）
、
社
会
増
減
が
△
11
人
（
転
入
55
人
、

転
出
66
人
）
な
ど
で
あ
り
ま
す
。
出
生
数

の
大
幅
な
減
少
に
は
歯
止
め
が
か
か
り
ま

し
た
が
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
が
続

い
て
お
り
ま
す
。
一
層
に
も
子
育
て
や
若

年
層
定
住
へ
の
支
援
な
ど
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

結
婚
・
子
育
て
な
ど
の
支
援
は
、
出
会

い
創
出
事
業(

新
規)

な
ど
の
結
婚
応
援

（
82
万
円
）
、
不
妊
治
療
や
妊
婦
通
院
の
助

成
（
53
万
円
）
、
育
児
祝
金
支
給
（
３
２

５
万
円
）
、
保
育
料
・
給
食
費
の
無
料
化
（
１

３
８
５
万
円
）
、
高
校
生
ま
で
の
医
療
費

の
無
料
化
（
３
３
６
万
円
）
、
育
英
奨
学

金
貸
与
（
３
２
８
万
円
）
な
ど
を
行
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

　

若
年
層
の
定
住
な
ど
の
対
策
は
、
新
卒

者
等
雇
用
支
援
（
１
０
２
万
円
）
や
新
規

漁
業
者
就
業
支
援
（
４
２
４
万
円
）
を
行

い
、
新
し
い
人
の
流
れ
づ
く
り
な
ど
は
、

「
ふ
だ
い
Ｔ
Ｖ
（
Ｓ
ｅ
ａ
ｓ
ｏ
ｎ
２
）
」
で

の
情
報
発
信
（
１
９
４
０
万
円
）
、
華
の

ま
ち
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
の
外
部
専
門
家

招し
ょ
う
へ
い

聘
（
９
６
５
万
円
、
最
終
年
度
）
、
大

学
連
携
の
推
進
（
３
６
０
万
円
）
に
取
り

組
み
ま
す
。

　

安
心
な
暮
ら
し
の
支
援
は
、
黒
崎
地
域

活
動
拠
点
施
設
を
整
備
（
９
６
８
０
万
円
、

旧
小
学
校
解
体
込
）
す
る
と
と
も
に
、
旧

太
田
名
部
公
民
館
の
解
体
（
１
２
８
４
万

円
）
を
行
い
、
そ
の
跡
地
の
駐
車
場
化
な

ど
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

青の国ふだいの魅力アップ

総合戦略の総仕上    げへ !総合戦略の総仕上    げへ !
台
風
災
害
の
復
旧
完
遂
へ

所信を述べる柾屋村長

㈱青の国では特産物の販売などを通し村の魅力アップを図ります

台風災害の年度内での完遂を目指します

施策

１
台
風
災
害
で
の
村
道
な
ど
の
復
旧
を
完
了
さ
せ
る
ほ
か
、
地
方
版
総
合
戦
略
を
さ
ら
に
展
開
し
、

子
育
て
や
若
年
層
定
住
へ
の
支
援
に
努
め
ま
す
。

平
成
28
年
８
月
発
生
の
台
風
災
害
か
ら
の
復
旧

総
仕
上
げ
に
向
け
た
地
方
版
総
合
戦
略
の
さ
ら
な
る
展
開

総
合
戦
略
を
総
仕
上
げ
へ

一
層
の
魅
力
ア
ッ
プ
へ
！
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各芸能団体の保存・伝承活動を支援します
（子ども神楽宿）

担い手の確保・育成に努めます
（漁業者支援認定証交付式）

小・中の一貫教育などの充実に取り組みます
（平成 29 年度普代中学校運動会から）

みちのく潮風トレイルのＰＲを強化します
（みちのく潮風トレイルのウォークイベント）

　

次
に
、
「
教
育
・
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
の

振
興
」
に
つ
い
て
。

　

村
の
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
「
生

き
る
力(
知
・
徳
・
体
の
バ
ラ
ン
ス
の
と

れ
た
力)

」
を
一
層
に
も
育
め
る
よ
う
、

子
ど
も
園
、
小
・
中
学
校
、
家
庭
、
地
域
、

行
政
の
連
携
に
よ
る
教
育
力
の
向
上
に
努

め
る
と
と
も
に
、
村
民
の
皆
さ
ま
が
生
涯

に
わ
た
り
生
き
生
き
と
学
び
続
け
る
機
会

の
充
実
、
文
化
・
伝
統
芸
能
の
振
興
や
ス

ポ
ー
ツ
交
流
の
拡
大
な
ど
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　

子
ど
も
園
は
、
保
育
園
・
幼
稚
園
・
子

育
て
支
援
室
の
機
能
を
兼
ね
備
え
る
中

で
、
職
員
（
臨
職
１
名
）
の
増
員
を
予
定

し
、
一
人
一
人
の
成
長
に
即
し
た
適
切
な

指
導
を
行
う
な
ど
一
層
の
質
の
向
上
に
努

め
つ
つ
、
義
務
教
育
へ
の
つ
な
が
り
に
配

慮
し
た
運
営
も
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

学
校
教
育
は
、
一
貫
教
育
の
深
化
を
支

基
盤
の
整
備
や
着
実
な
担
い
手
の
確
保
・

育
成
、
産
品
の
高
付
加
価
値
化
な
ど
に
努

め
な
が
ら
、
地
場
産
業
の
魅
力
や
競
争
力

を
高
め
、
経
営
の
強
化
と
所
得
の
向
上
を

期
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

水
産
業
は
、
新
規
漁
業
者
支
援
協
議
会

に
よ
る
担
い
手
の
確
保
・
育
成
（
７
名
）

や
磯
資
源
の
回
復
を
支
援(

１
０
０
０
万

円
、
ア
ワ
ビ
・
ナ
マ
コ
放
流)

す
る
と
と

も
に
、
漁
協
が
行
う
地
域
再
生
営
漁
活
動

へ
の
助
成
な
ど(

４
１
８
万
円
、
省
エ
ネ
・

省
力
化
、
販
路
拡
大)

も
行
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

　

漁
港
施
設
は
、
太
田
名
部
（
県
事
業
費

４
億
６
１
０
０
万
円
、
北
防
・
北
護
岸
嵩

上
）
、
堀
内
（
県
事
業
費
１
億
６
９
０
０

万
円
、
北
防
改
良
）
、
白
井(

４
１
５
３

万
円
、
東
護
岸
物
揚
場
・
用
地
施
設)

、

沢(

６
３
０
万
円
、
南
防
修
繕
ほ
か)

の

整
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
新

魚
市
場
建
設
を
推
進
す
る
よ
う
、
準
備
組

織
を
設
立
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
活
動
も

支
援
（
30
万
円
）
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

農
業
で
も
、
担
い
手
の
育
成
支
援(

１

５
０
万
円
、
１
人)

を
行
う
と
と
も
に
、

園
芸
施
設
の
整
備
（
１
１
８
万
円
、
１
／

２
、
ハ
ウ
ス
２
棟
）
や
土
壌
消
毒
（
39
万

円
、
３
／
４
）
、
種
子
購
入
（
32
万
円
、

え
な
が
ら
、
火
災
報
知
器
の
修
繕(

１
３

１
万
円)

や
児
童
用
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
備
付

（
47
万
円
）
な
ど
の
環
境
整
備
に
も
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
児
童
・
生
徒
の

ニ
ー
ズ
や
特
性
に
応
じ
た
学
習
支
援
を
行

う
特
別
支
援
員(

２
名
増
員
、
１
４
４
３

万
円
、
計
８
名)

や
地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
（
１
５
８
万
円
、
２
名
）
の
配
置
、

学
習
塾(

１
１
２
万
円)

や
放
課
後
子
ど

も
教
室(

３
２
９
万
円)

の
運
営
に
よ
り
、

学
力
の
定
着
・
向
上
な
ど
も
支
え
て
ま
い

り
ま
す
。
な
お
、
一
貫
教
育
の
一
層
の
充

実
に
資
す
と
と
も
に
、
施
設
老
朽
化
に
も

対
応
す
る
小
中
一
体
型
一
貫
校
の
建
設

は
、
そ
の
整
備
方
針
な
ど
に
基
づ
く
建
設

地
の
選
定
作
業
を
進
め
整
備
促
進
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

社
会
教
育
は
、
そ
の
成
果
が
地
域
づ
く

り
へ
の
参
画
に
も
つ
な
が
る
こ
と
を
踏
ま

え
、
地
域
の
伝
統
や
文
化
を
学
ぶ
講
座

（
11
万
円
）
や
芸
術
鑑
賞
会
（
29
万
円
）

を
行
う
な
ど
多
様
な
機
会
の
提
供
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
は
、
は
ま
ゆ
り
ス
ポ
ー

１
／
３
、
寒
じ
め
な
ど
）
、
新
作
物
チ
ャ

レ
ン
ジ(

20
万
円
、
２
団
体
、
ブ
ロ
ッ
コ

リ
ー
な
ど)

、
未
利
用
ハ
ウ
ス
再
活
用

(

16
万
円
、
１
／
３
、
５
棟)

へ
の
助
成

を
行
い
、
鳥
獣
防
除
（
電
気
柵
設
置
、
50

㌃
×
２
カ
所
）
の
強
化
に
も
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

林
業
は
、
し
い
た
け
生
産
の
減
少
が
続

く
状
況
に
あ
り
ま
す
。
原
木
確
保
の
後
押

し
や
植
菌
助
成
（
２
０
７
万
円
、
３
／
４)

な
ど
に
よ
り
生
産
回
復
に
努
め
る
と
と
も

に
、
コ
ナ
ラ
造
林
助
成(

23
万
円
、
３
㌶
）

や
ナ
ラ
枯
れ
な
ど
の
監
視
を
県
と
と
も
に

強
化
す
る
な
ど
し
、
山
林
の
適
切
な
管
理
・

保
全
に
も
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
な
お
、

菌
床
生
産
に
着
実
な
伸
び
が
見
ら
れ
ま
す

の
で
、
生
産
の
安
定
化
な
ど
を
支
え
て
ま

い
り
ま
す
。

　

商
工
業
は
、
地
元
消
費
の
確
保
を
支
え

る
商
品
券
事
業(

１
０
０
万
円)

や
食
と

観
光
を
生
か
す
商
品
づ
く
り
、
情
報
発
信

を
強
化
す
る
地
域
力
活
用
全
国
展
開
事
業

(

４
５
０
万
円
、
商
工
会)

を
支
援
し
て

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
商
工
業
者
の
設
備

投
資
資
金
な
ど
の
円
滑
な
確
保
の
た
め
の

資
金
預
託
（
１
０
０
０
万
円
）
、
経
営
指

導
な
ど
を
支
え
る
商
工
業
振
興
補
助
（
３

８
０
万
円
）
も
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

ツ
ク
ラ
ブ
の
運
営
を
支
え
つ
つ
、
ス
ポ
ー

ツ
教
室
開
催
委
託
（
４
３
５
万
円
）
を
継

続
す
る
と
と
も
に
、
村
民
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

の
応
急
修
繕
（
２
０
０
万
円
）
に
も
取
り

組
む
な
ど
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
一
層
の
推

進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

文
化
・
芸
術
の
振
興
は
、
地
域
の
個
性

や
魅
力
の
発
信
、
郷
土
愛
の
醸
成
に
重
要

で
あ
り
、「
鵜
鳥
神
楽
保
存
会
」（
20
万
円
）
、

「
中
野
流
鵜
鳥
七
頭
舞
育
成
会
」
（
80
万

円
）
、
「
ふ
だ
い
荒
磯
太
鼓
」
な
ど
の
活
動

を
支
え
る
と
と
も
に
、
諸
文
化
団
体
の
活

動
も
支
援
（
１
０
０
万
円
）
し
て
ま
い
り

ま
す
。
ま
た
、
「
普
代
の
石
碑
（
仮
称
）
」

の
編
さ
ん
（
14
万
円
）
に
も
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
「
活
力
あ
る
産
業
を
育
て
る
」

取
り
組
み
に
つ
い
て
。

　

本
村
の
特
性
や
資
源
を
生
か
し
た
地
場

産
業
の
活
性
化
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
生
産

　

観
光
・
交
流
の
振
興
は
、
「
ふ
だ
い
ま

つ
り
」
や
「
海
フ
ェ
ス
タ
in
ふ
だ
い
」
な

ど
へ
の
積
極
的
な
支
援(

７
１
４
万
円)

を
行
う
と
と
も
に
、
観
光
バ
ス
な
ど
の
誘

致(

１
０
０
万
円)
に
も
努
め
、
誘
客
と

物
産
販
売
の
拡
大
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
ト
レ
イ
ル
や
キ
ラ
ウ
ミ
公
園

は
、
施
設
整
備(

２
０
０
０
万
円)
や
Ｐ

Ｒ
イ
ベ
ン
ト(

１
０
２
万
円)

な
ど
を
行

い
、
魅
力
あ
る
観
光
交
流
拠
点
づ
く
り
を

一
層
に
も
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

国
民
宿
舎
く
ろ
さ
き
荘
は
、
本
年
度
の

宿
泊
者
数
が
、
い
わ
て
国
体
分
に
加
え
て

復
興
特
需
分
の
減
も
続
き
、
直
近
２
年
平

均
を
下
回
り
（
震
災
前
６
２
１
９
人

→
27
・
28
年
度
平
均
８
８
８
６
人
→
29
年

度
見
込
８
１
０
０
人
）
推
移
し
て
お
り
ま

す
。
ト
レ
イ
ル
な
ど
の
観
光
誘
客
、
諸
会

食
利
用
な
ど
を
よ
り
強
化
し
、
健
全
経
営

を
期
し
て
ま
い
り
ま
す
。
な
お
、
屋
根
修

繕
（
６
５
８
万
円
）
と
、
コ
イ
ン
式
洗
濯

機
や
新
し
い
送
迎
バ
ス
の
配
備
を
行
い
、

よ
り
快
適
で
利
用
し
や
す
い
施
設
と
な
る

よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
な
お
、
ふ
る

さ
と
普
代
会
設
立
30
周
年
記
念
総
会
が
当

荘
で
開
催
さ
れ
ま
す
の
で
、
今
後
の
利
用

拡
大
に
向
け
、
友
人
な
ど
へ
の
Ｐ
Ｒ
も
お

願
い
し
て
ま
い
り
ま
す
。

施策

２
小
・
中
の
一
貫
教
育
な
ど
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
や
芸
術
文
化
な
ど
の
振
興
も
図
り

ま
す
。
ま
た
、
各
種
産
業
の
活
性
化
を
図
り
、
所
得
の
向
上
や
担
い
手
育
成
も
目
指
し
ま
す
。

教
育
・
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
の
振
興
と
交
流
の
拡
大

活
力
あ
る
産
業
を
育
て
る
施
策

↑

↑

教
育
分
野
の
充
実
図
る

磯
資
源
の
回
復
支
援
強
化

農
林
業
の
担
い
手
確
保
へ

観
光
・
商
業
を
活
性
化

く
ろ
さ
き
荘
の
誘
客
強
化
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質の高い福祉サービスを安定提供します
（平成 29 年村敬老会）

村道や各橋梁などの老朽化対応を施します
（工事が進む沢山橋）

高齢者の生きがい活動の充実に努めます
（シルバー人材センターの活動）

村営住宅の長寿命化改修などを行います
（普代駅前住宅）

　

次
に
、
「
保
健
・
医
療
・
福
祉
な
ど
の

充
実
」
に
つ
い
て
。

　

少
子
高
齢
化
が
一
層
に
も
進
み
、
高
齢

者
世
帯
の
増
加
も
顕
著
と
な
る
中
、
保
健
・

医
療
・
福
祉
・
介
護
の
連
携
強
化
に
よ
り
、

心
身
の
健
康
づ
く
り
や
介
護
・
認
知
症
予

防
の
充
実
に
努
め
る
と
と
も
に
、
住
み
慣

れ
た
地
域
で
健
康
で
安
心
し
て
暮
ら
し
続

け
る
た
め
の
地
域
包
括
ケ
ア
の
構
築
に
久

慈
広
域
連
合
な
ど
と
と
も
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
子
ど
も
を
安
心
し

て
産
み
育
て
る
こ
と
が
で
き
、
高
齢
者
や

障
が
い
者
な
ど
の
社
会
参
加
が
促
進
さ

れ
、
支
え
合
い
と
助
け
合
い
の
活
動
な
ど

も
一
層
に
展
開
さ
れ
る
よ
う
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

一
般
保
健
活
動
は
、
特
定
健
康
診
査
受

診
率
向
上
の
た
め
の
一
部
負
担
免
除(

６

８
９
万
円)

や
人
間
ド
ッ
ク
受
診
助
成
の

拡
充(

50
万
円
＠
５
千
円
×
25
人
→
＠
１

汚
水
処
理
の
普
及
、
生
活
道
路
の
整
備
な

ど
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

廃
棄
物
対
策
は
、
ゴ
ミ
の
減
量
化
と
資

源
リ
サ
イ
ク
ル
の
徹
底
が
急
務
で
あ
り
、

生
ゴ
ミ
処
理
の
拡
大
や
古
着
・
小
型
家
電
・

雑
紙
な
ど
の
リ
サ
イ
ク
ル
回
収
に
も
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
地
域
で
の
リ
サ

イ
ク
ル
活
動
助
成(

21
万
円)

も
継
続
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

地
球
温
暖
化
防
止
は
、
省
エ
ネ
基
礎
調

査
や
温
暖
化
対
策
計
画
に
基
づ
き
、
省
エ

ネ
設
備
導
入
事
業
（
２
／
３
補
助
）
に
よ

る
社
会
体
育
館
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
・
暖
房
設
備

改
修(

７
９
０
０
万
円)

、
ク
リ
ー
ン
エ

ネ
ル
ギ
ー
導
入
事
業
（
３
／
４
補
助
）
に

よ
る
防
犯
灯
な
ど
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化(

７
０
０

万
円)

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

各
家
庭
の
太
陽
光
発
電
も
村
単
助
成
（
２

戸
、
30
万
円
）
に
よ
り
後
押
し
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

住
宅
等
生
活
環
境
整
備
は
、
南
浜
住
宅

の
一
部
建
替
え(

２
棟
４
戸
、
７
４
５
０

万
円)

や
芦
渡
住
宅
の
長
寿
命
化(

３
棟
、

６
５
０
万
円)

を
行
う
と
と
も
に
、
新
た

に
浄
化
槽
設
置
改
修
加
算(

１
戸
・
10
万

円)

も
行
う
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成(

20

戸
、
２
８
０
万
円)

を
継
続
し
、
総
合
的

な
居
住
環
境
の
改
善
を
支
援
し
て
ま
い
り

万
円
×
50
人)

な
ど
を
行
い
な
が
ら
、
生

活
習
慣
病
や
心
の
病
の
改
善
に
も
取
り
組

む
と
と
も
に
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接

種
な
ど
の
無
料
化(

７
２
１
万
円)

も
継

続
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
歯
科
医
療

の
充
実
に
資
す
る
よ
う
Ｘ
線
撮
影
装
置

（
１
１
８
８
万
円
）
の
整
備
も
行
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　

高
齢
者
保
健
福
祉
は
、
介
護
予
防
・
日

常
生
活
支
援
総
合
事
業
の
充
実
と
円
滑
な

実
施
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
小
規
模
多

機
能
ホ
ー
ム
へ
の
運
営
等
助
成
（
５
９
０

万
円
）
や
看
護
・
介
護
職
の
養
成
奨
学
金

ま
す
。

　

汚
水
処
理
は
、
普
及
率(

村
39
・
８
㌫
、

県
平
均
79
・
８
㌫)

の
ア
ッ
プ
が
急
務
で

あ
り
、
浄
化
槽
設
置
補
助
の
村
単
嵩
上
げ

（
６
割
増
、
８
戸
、
５
４
９
万
円
）
を
継

続
し
普
及
拡
大
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

水
道
施
設
は
、
普
代
簡
水
の
老
朽
管
更
新

(

２
３
５
０
万
円)

な
ど
を
行
い
な
が
ら

各
簡
水
な
ど
の
安
定
供
給
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

道
路
河
川
な
ど
の
整
備
は
、
普
代
橋
補

強(

３
億
３
０
０
０
万
円
、
繰
越
込)

や

黒
崎
港
線(

３
８
５
０
万
円
、
埋
文
調
査

込)

・
堀
内
港
線(

１
５
０
０
万
円
、
高

潮
対
策)

、
普
代
駅
前
１
号
線
（
１
２
０

０
万
円
、
側
溝
）
、
南
白
井
港
線(

５
０

０
万
円
、
側
溝
）
の
改
良
修
繕
と
、
道
路

等
防
災
長
寿
命
化(

３
０
０
０
万
円
、
松

磯
ト
ン
ネ
ル
ほ
か)

な
ど
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
三
陸
沿
岸
道
路
や
岩
泉
平
井

賀
普
代
線
、
近
々
着
工
す
る
予
定
の
普
代

川
河
口
の
各
工
事
の
促
進
は
も
と
よ
り
、

上
区
地
区(

普
代
の
沢)

砂
防
工
事
や
普

代
小
屋
瀬
線
改
良
へ
の
早
期
の
着
工
に

も
、
関
係
機
関
と
連
携
し
た
取
り
組
み
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

高
齢
者
な
ど
の
生
活
の
足
で
も
あ
る
村

営
バ
ス
は
、
本
年
度
整
備
し
た
自
動
ド
ア

装
備
車
両
の
活
用
な
ど
に
よ
り
、
一
層
に

も
安
全
で
利
用
し
や
す
い
運
行
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

貸
与
（
１
４
８
万
円
）
に
よ
る
人
材
育
成

へ
の
支
援
も
行
う
な
ど
、
普
代
福
祉
会
と

も
連
携
し
た
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
の
安
定

提
供
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
障

が
い
者
の
社
会
参
加
促
進
の
た
め
の
福
祉

タ
ク
シ
ー
助
成(

31
万
円
、
新
規)

を
行

う
と
と
も
に
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

運
営
助
成
（
２
３
５
万
円
）
な
ど
に
よ
る

高
齢
者
の
生
き
が
い
活
動
の
充
実
も
期
し

な
が
ら
、
今
後
の
高
齢
者
・
障
が
い
者
・

児
童
な
ど
の
福
祉
施
策
を
包
括
的
か
つ
計

画
的
に
推
進
す
る
た
め
の
地
域
福
祉
計
画

の
策
定(

38
万
円)

に
も
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　

次
に
、
「
環
境
保
全
や
生
活
環
境
の
充

実
」
に
つ
い
て
。

　

本
村
の
優
れ
た
自
然
環
境
を
守
る
た
め

資
源
循
環
対
策
な
ど
に
引
き
続
き
取
り
組

む
と
と
も
に
、
定
住
促
進
に
資
す
る
よ
う

村
営
住
宅
の
整
備
や
水
道
施
設
の
改
修
、

　

消
防
防
災
は
、
震
災
の
経
験
や
教
訓
を

生
か
し
な
が
ら
、
気
候
変
動
に
よ
る
豪
雨

災
害
や
北
海
道
東
部
沖
地
震
津
波
な
ど
に

も
「
い
つ
か
く
る
」
で
は
な
く
「
必
ず
く

る
」
を
肝
に
銘
じ
、
防
災
計
画
な
ど
の
修

正(

99
万
円)

、
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
や
情
報
連

絡
施
設
の
強
靭
化
（
１
４
８
６
万
円
）
な

ど
を
行
い
、
地
域
防
災
力
の
強
化
に
取
り

組
む
と
と
も
に
、
高
齢
者
世
帯
な
ど
の
予

防
啓
発
を
徹
底
し
、
ま
ず
は
、
平
成
30
年

度
内
の
無
火
災
の
達
成
を
期
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

交
通
安
全
は
、
通
学
路
交
通
安
全
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
よ
る
取
り
組
み
を
着
実
に
進
め

つ
つ
、
啓
発
物
品(

18
万
円)

の
配
布
な

ど
も
行
い
、
事
故
防
止
や
飲
酒
運
転
撲
滅

に
努
め
、
交
通
事
故
の
な
い
村
づ
く
り
と

死
亡
事
故
ゼ
ロ
を
期
し
て
ま
い
り
ま
す
。

施策

３
保
健
・
医
療
・
福
祉
が
連
携
を
強
め
、
健
康
づ
く
り
や
介
護
予
防
を
推
進
し
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

や
生
活
環
境
も
整
備
し
て
、
よ
り
安
全
安
心
な
村
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

保
健
・
医
療
・
福
祉
や
環
境
保
全
対
策
、
生
活
環
境
充
実
の
た
め
の
施
策

↑

↑

地
域
包
括
ケ
ア
構
築
等
推
進

防
犯
灯
な
ど
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

各
道
路
や
橋
梁
を
強
化

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
な
ど
強
靭
化

質の高い福祉サービスを安定提供します
（平成 29 年村敬老会）

子どもを安心して産み育てることができる
村を目指します

地域防災力の強化に取り組みます
（村で購入した水槽付きポンプ自動車）
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職員の接遇改善に努め、村民の皆さまに親し
まれる明るい役場を目指します

観光・交流・物産などの魅力をますます高め
ます！（海フェスタ㏌ふだい）

新採用職員の現場研修なども検討します（平
成 30 年度普代村役場新採用職員の皆さん）

台風災害からの早期復旧を目指します

　

次
に
、
「
行
財
政
改
革
な
ど
の
推
進
」

で
あ
り
ま
す
。

　

少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少
を
克
服
し
つ

つ
、
魅
力
あ
ふ
れ
る
村
を
創
生
し
て
い
く

た
め
に
、
健
全
で
効
率
的
な
行
財
政
運
営

は
も
と
よ
り
、
若
年
層
や
女
性
、
高
齢
者

な
ど
の
一
層
の
参
画
も
図
り
な
が
ら
、
全

村
民
が
協
働
し
て
村
を
経
営
す
る
体
制
づ

く
り
に
一
層
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

行
政
改
革
は
、
安
全
・
安
心
の
確
保
を

最
優
先
と
し
、
生
活
と
生
産
の
現
場
に
寄

り
添
う
体
制
を
強
め
な
が
ら
、
村
民
の
皆

さ
ま
の
満
足
度
の
向
上
を
図
り
、
「
住
み

た
い
・
働
き
た
い
・
帰
り
た
い
」
の
思
い

が
募
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
そ
の

た
め
の
職
員
の
資
質
向
上
に
は
、
一
般
研

修
の
受
講
拡
大
や
県
派
遣
研
修(

１
名
・

１
年
間)

、
防
災
士
研
修(

３
名)

な
ど

に
も
取
り
組
み
、
本
村
の
特
性
や
時
代
の

変
化
な
ど
に
対
応
し
た
柔
軟
な
発
想
と
行

動
力
を
着
実
に
身
に
着
け
る
職
場
研
修
に

も
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
な
お
、
新
採
用

職
員
に
は
、
民
間
感
覚
や
接
遇
力
の
取
得

に
つ
な
が
る
現
場
研
修(

１
カ
月
程
度)

も
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

財
政
運
営
は
、
臨
財
債(

１
０
０
㌫

バ
ッ
ク
、
残
高
11
億
１
６
０
０
万
円)

な

ど
の
優
遇
起
債
の
積
極
活
用
に
よ
り
、
単

純
村
債
残
高
は
横
ば
い
に
あ
り
ま
す
が
、

実
質
公
債
費
比
率
は
低
下
を
続
け(

Ｈ

25
、
13
・
８
㌫
→
Ｈ
26
、
12
・
３
㌫
→
Ｈ

27
、
11
・
７
㌫
→
Ｈ
28
、
11
・
５
㌫
）
、

将
来
負
担
比
率
も
低
水
準 

(

Ｈ
25
、
16
・

３
㌫
、
Ｈ
26
、
０
㌫
、
Ｈ
27
、
３
・
３
㌫
、

Ｈ
28
、
３
・
８
㌫)

で
推
移
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
医
科
診
療
事
業
な
ど
の
よ
う
に

税
財
源
充
当
を
抑
え
る
取
り
組
み
や
諸
事

業
の
コ
ス
ト
の
削
減
な
ど
を
進
め
、
健
全

性
の
維
持
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

財
政
調
整
基
金
は
、
標
財
規
模
の
63
％

(

11
億
２
８
０
０
万
円)

を
保
有
し
て
お

り
ま
す
が
、
今
後
の
大
規
模
事
業
も
視
野

に
入
れ
、
自
然
災
害
な
ど
に
も
対
応
で
き

る
水
準
を
維
持
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

広
域
行
政
は
、
久
慈
広
域
連
合
で
の
、

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
深
化
や
介
護

保
険
事
業
の
展
開
、
消
防
防
災
事
業
、
汚

泥
再
生
処
理
セ
ン
タ
ー
整
備
、
ご
み
焼
却

場
の
長
寿
命
化
に
取
り
組
む
衛
生
事
業
の

円
滑
な
推
進
に
構
成
市
町
村
と
と
も
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
沿
岸
知
的
障

害
児
組
合
が
行
う
諸
支
援
事
業
も
引
き
続

き
支
え
て
ま
い
り
ま
す
。

魅
力
が
ま
す
ま
す
高
ま
る

   

青
の
国
づ
く
り
に
総
力
を
傾
注

施策

４
村
民
と
行
政
の
協
働
の
村
づ
く
り
を
進
め
、
村
民
参
画
の
拡
大
を
進
め
ま
す
。
職
員
の
資
質
向
上
に

積
極
的
に
取
り
組
む
ほ
か
、
久
慈
広
域
連
合
の
事
務
事
業
の
円
滑
な
推
進
に
努
め
ま
す
。

行
財
政
改
革
な
ど
を
推
進
す
る
施
策

村
民
の
満
足
度
を
向
上

広
域
行
政
を
連
携
し
推
進

　

平
成
30
年
度
は
、
台
風
災
害
復
旧
事
業
の
完
遂
を
期

し
な
が
ら
、
５
カ
年
計
画
の
後
半
と
な
る
地
方
版
総
合

戦
略
の
さ
ら
な
る
展
開
に
よ
る
「
『
ま
ち
』
が
元
気
で
、

『
ひ
と
』
が
輝
き
、
『
し
ご
と
』
と
『
く
ら
し
』
が
調
和

す
る
村
づ
く
り
」
や
、
後
期
総
合
発
展
計
画
事
業
の
着

実
な
推
進
に
よ
る
地
場
産
業
・
経
済
の
活
性
化
は
も
と

よ
り
、
観
光
・
交
流
・
物
産
な
ど
の
あ
ら
ゆ
る
魅
力
が

益
々
に
も
高
ま
る
「
青
の
国
」
づ
く
り
に
、
総
力
を
傾

注
し
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

議
員
各
位
を
は
じ
め
、
関
係
諸
団
体
や
村
民
の
皆
さ

ま
に
は
、
震
災
復
興
を
成
し
遂
げ
た
本
村
が
、
新
た
な

年
号
の
時
代
に
も
向
け
て
、
生
き
生
き
と
蘇
生
す
る
歩

み
を
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
今
後
と
も
、
特
段
の
ご
指
導

と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
私
の

所
信
の
表
明
と
い
た
し
ま
す
。

ごみ焼却場の長期利用のためにも、分別を徹底し、ご
みの減量化に努めましょう
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平成30年度
一般会計の当初予算

　

一
般
会
計
予
算
は
、
村
の
基
本
的

な
仕
事
に
充あ

て
る
お
金
の
こ
と
で
、

歳
入
と
歳
出
に
区
分
さ
れ
ま
す
。

　

主
な
歳
入
は
、
村
税
が
２
億
２
４

０
４
万
円
（
前
年
度
比
１
・
９
％
増
）

で
、
国
か
ら
交
付
さ
れ
る
地
方
交
付

税
が
14
億
５
３
０
５
万
円
（
同
１
・

３
％
増
）
、
国
庫
支
出
金
が
３
億
５

８
６
６
万
円
（
同
１
・
１
％
増
）
。

　

各
補
助
金
な
ど
の
増
加
で
県
支
出

金
は
９
６
１
９
万
円
（
同
16
・
８
％

増
）
、
繰
入
金
は
１
億
２
２
７
４
万

円
（
同
２
・
５
％
増
）
と
そ
れ
ぞ
れ

が
増
と
な
り
ま
し
た
。

　

主
な
歳
出
は
、
総
務
費
が
５
億
５

７
５
６
万
円
（
前
年
度
比
６
・
０
％

増
）
、
災
害
復
旧
費
は
大
幅
に
減
少

し
４
万
円
（
同
92
・
９
％
減
）
と
な

り
ま
し
た
。
一
方
で
教
育
費
が
２
億

７
７
９
１
万
円
（
同
46
・
９
㌫
増
）
、

商
工
費
が
８
１
７
９
万
円
（
同
32
・

７
㌫
増
）
と
そ
れ
ぞ
れ
が
増
に
な
り

ま
し
た
。

　

特
別
会
計
の
予
算
総
額
は
９
億
４

９
３
０
万
円
（
４
・
７
％
減
）
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　平成30年度の当初予算が、３月定例会で決ま

りました。一般会計当初予算は28億1700万円（前

年度比２・５ ％増）です。本年度は橋梁長寿命

化修繕事業や地域活動拠点集会施設整備などを行

い、昨年の台風災害からの復旧完了を目指しつつ、

活力ある村づくりを進めます。　　　　　　

歳出の構成比 歳入の構成比

歳 出
28億1700万円
（使うお金）

消防費
１億5352万円

5.4％

民生費
４億3860万円

15.60%

総務費
５億5756万円

19.8%

公債費
3億9301万円

14.0％

農林水産業費
２億5086万円

8.9％

教育費
2億7791万円

9.9％

土木費
４億9487万円

17.60％

衛生費
１億1395万円

4.0％

商工費
8179万円

2.9％

議会費
5371万円

1.9％
災害復旧費

4万円
0.1％

予備費など
112万円

0.1％

歳 入
28億1700万円
（入るお金）

自主財源
16.1%

依存財源
83.6％

村  債
３億8380万円

13.6％

県支出金
9619万円

3.0％

地方交付税
14億5305万円

51.60％

その他繰越金など
1882万円

0.7％

使用料・手数料
1945万円

0.7％

繰入金
１億2274万円

4.4％

村  税
２億2404万円

8.0％

諸収入
6357万円

2.3％

その他交付金など
4063万円

1.4％
地方譲与税
3600万円

1.3％

国庫支出金
３億5866万円

12.7％

用語の説明（歳出）
総務費………村長や議会議員、職員などの人件費や財産管

理、地域振興などに使うお金
民生費………高齢者や障がいを持った人、児童の福祉推進、

子ども園の管理に使うお金
公債費………公共事業などの財源に借りたお金の返済に使

うお金
教育費………小・中学校の管理運営や施設整備、生涯学習、

文化財保護などに使うお金
農林水産業費…農林水産業などの振興に使うお金
土木費………道路や公園、公営住宅の整備などに使うお金
消防費………普代分署や消防団の運営など、消防活動や救

急活動に使うお金
商工費………商業や観光の振興などに使うお金
衛生費………ごみ、し尿の処理や健康増進事業に使うお金
災害復旧費…東日本大震災など災害の復旧に使うお金

用語の説明（歳入）
地方交付税……国から交付されるお金
村債……………国から借りたお金
国庫支出金……事業を行うための国からの補助金
県支出金………事業を行うための県からの補助金
地方譲与税……国税として徴収され、そのまま国から

市町村などへ与えられたお金
繰入金…………財源を確保するため村の預金から取り

崩したお金
村税……………村民税や固定資産税など皆さんから集

めたお金
諸収入…………村の預金利息や貸付金の元利収入
使用料・手数料…住民票などの証明書の発行のために納

められたお金
その他繰越金など…前年度から繰り越されたお金

平成30年度の主な事業 特別会計予算額（　）内は前年度比

総額  ９億4930万円
国保事業	 ４億4350万円	 （△ 5.4％）

国保診療施設事業	 ２億3550万円	 （6.8％）

簡易水道事業	 9020万円	（△ 34.2％）

休養施設事業	 １億2400万円	 （6.2％）

漁業集落排水事業	 2480万円	 （3.8％）

後期高齢者医療事業	 3130万円	 （9.4％）

事業内容 予算額

橋梁長寿命化修繕事業 ２億2000万円

地域活動拠点集会施設整備事業 9680万円

村営住宅建て替え工事 7450万円

カーボン・マネジメント強化事業
（社会体育館） 7900万円

子育て等支援事業（保育料や給食
費、高校生までの医療費の無料化） 2046万円

  
歳
入
、そ
れ
ぞ
れ
で
増

  

災
害
復
旧
費
が
減

30 年度の当初予算は 28 億1700万円
橋梁長寿命化や地域活　　動拠点集会施設整備事業、子育て支援事業などを盛り込む
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ようこそ地球村へようこそ地球村へ

普代分署　熊谷正志分署長

　久慈広域連合消防本部の
普代分署長に前久慈消防本
部消防課予防保安係長の熊
谷正志さん（56 ＝中央区）
が着任しました。
　熊谷分署長は「普代村の
防災、減災のため、普代分
署員一同頑張っていきます
ので、よろしくお願いしま
す。」と意気込んでいまし
た。

普代駐在所　小野寺誠所長

　久慈警察署普代駐在所長
に前県警察本部の小野寺誠
さん（56 ＝盛岡市出身）
が着任しました。
　小野寺所長は「沿岸勤務
は３回目で、震災時は釜石
警察署で一夜を過ごしまし
た。普代では、地域の皆さ
んと共に『安心・安全な地
域づくり』に貢献したいで
す」と話していました。

村
内
の
人
の
動
き

４
月
１
日
付
、
退
職
者
は
３
月
31
日
付
。
表

記
は
新
職
名
（
旧
職
名
）
氏
名

︱
の
順
で

す
。
＝
敬
称
略
＝

　
◆
新
任
▽
普
代
小
学
校
教
諭

（
新
採
用
）
佐
々
木
由
美
子
▽
同

講
師
（
大
川
目
小
学
校
講
師
）
工

藤
稔
夫
▽
同
講
師
（
田
野
畑
小
学

校
講
師
）
根
木
地
瑠
美
▽
同
講
師

南
結
紀
▽
普
代
中
学
校
副
校
長

（
盛
岡
市
立
土
淵
中
学
校
教
諭
）

觸
澤
公
孝
▽
同
教
諭
（
長
内
中
学

校
教
諭
）伊
藤
和
雄
▽
同
主
事
（
新

採
用
）
有
谷
拓
夢

　
◆
転
任
▽
山
形
小
学
校
講
師

（
同
講
師
）
野
宮
梨
穂
▽
奥
州
市

立
前
沢
小
学
校
教
諭
（
同
講
師
）

深
渡
美
穂
▽
中
野
中
学
校
副
校
長

（
普
代
中
学
校
副
校
長
）
晴
山
雅

光
▽
岩
手
県
立
盛
岡
青
松
支
援
学

校
主
事
（
同
主
事
）
山
崎
美
咲
▽

北
上
市
立
江
釣
子
中
学
校
教
諭

（
同
講
師
）
越
戸
明
日
香

　

◆
退
職
▽
埼
玉
県
公
立
小
学
校

教
諭
（
普
代
小
学
校
教
諭
）
上
野

琢
也

　
◆
新
任
▽
普
代
分
署
長
（
消
防
本

部
消
防
課
予
防
保
安
係
長
）
熊
谷
正

志
▽
同
副
分
署
長
兼
第
１
係
長
（
普

代
分
署
副
分
署
長
）
横
澤
田
勝
彦
▽

同
副
分
署
長
兼
第
２
係
長
（
野
田
分

署
副
分
署
長
）
古
馬
丈
裕
▽
同
消
防

司
令
補
（
消
防
本
部
消
防
課
消
防
司

令
補
）
欠
畑
誠
▽
同
消
防
士
長
（
久

慈
消
防
署
消
防
士
長
）
大
澤
恒
貴
▽

同
消
防
士
長
（
同
消
防
士
長
）
上
山

慶
太
郎
▽
同
消
防
士
（
新
採
用
）
山

王
力
也

　

◆
転
任
▽
消
防
本
部
消
防
課
長

兼
第
２
通
信
指
令
係
長
（
普
代
分

署
長
）
立
臼
勝
▽
同
総
務
予
防
課

予
防
保
安
係
長
（
同
副
分
署
長
）

工
藤
俊
一
▽
久
慈
消
防
署
兼
総
務

予
防
課
消
防
司
令
補
（
同
消
防
士

長
）
山
崎
圭
介
▽
久
慈
消
防
署
消

防
司
令
補
（
同
消
防
士
長
）
長
岡

将
貴
▽
大
野
分
署
消
防
士
長
（
同

消
防
士
長
）
藤
原
高
寛
▽
久
慈
消

防
署
消
防
士
長
（
同
消
防
士
長
）

片
座
俊
也

　
◆
課
長
級
▽
農
林
商
工
課
長
兼

商
工
係
長
兼
農
業
委
員
会
事
務
局

長
（
建
設
水
産
課
主
幹
兼
土
木
係

長
兼
水
道
下
水
道
係
長
）大
村
修

　
◆
課
長
補
佐
級
▽
住
民
福
祉
課

課
長
補
佐
兼
国
保
年
金
係
長
（
住

民
福
祉
課
保
健
衛
生
係
長
兼
国
保

介
護
保
険
係
長
）高
井
俊
一

　
◆
係
長
級
▽
政
策
推
進
室
企
画

調
整
係
長
兼
地
域
創
生
係
長
兼
観

光
交
流
推
進
係
長
（
政
策
推
進
室

企
画
調
整
係
長
兼
地
域
創
生
係

長
）
中
村
克
成
▽
住
民
福
祉
課
介

 

■
小
・
中
学
校

 

■
久
慈
消
防
署
普
代
分
署

 

■
役
場

　村では、住宅の修繕や補修、浄化槽の設置、木造住宅
の耐震診断などの経費の一部を補助します。
①住宅リフォーム
　住宅の修繕や補修工事など30万円以上のリフォーム
１件につき10万円、浄化槽の設置を含むリフォームの
場合は 20 万円を商品券で補助。補助対象者は、次の①
から④までの全てを満たす人です。①普代村に住民登録
し居住し、かつ対象住宅の所有者②リフォーム工事を村
内に住所または営業所を有する施工業者に依頼して行う
人③村税などを滞納していない人④過去に当該補助金を
受けていない人
　対象住宅は申請者が居住する部分で、店舗や事務所を
併用する場合は、自己の居住専用部分です。対象となる
工事は30万円以上の工事で、①住宅の長寿命化を目的
とする工事② CO2 排出量の削減を目的とする工事③水

洗化の工事④そのほか村長が認める工事─です。
　新築や倉庫、駐車場、フェンスの工事、冷暖房機器や
給湯器の購入などは対象外です。
②浄化槽設置補助金
　個人の住宅の浄化槽設置に補助します。交付の条件は、
村内の個人の専用住宅や店舗面積が全体面積の２分の１
未満の店舗兼住宅（浄化槽規格が10人槽以下に限る）
です。補助金額は、５人槽が56万３千円、７人槽が70
万５千円、10人槽が94万円です。
③木造住宅耐震診断・耐震改修補助金
　耐震診断の条件は、昭和56年 5 月以前に建設された
個人の専用住宅（店舗兼住宅は含まず）で、３万円の診
断料の内２万７千円を補助。個人負担は３千円です。

問  役場建設水産課（☎35 − 2116）

住宅リフォーム、浄化槽、耐震診断などに補助します!!
護
保
険
係
長
（
久
慈
広
域
連
合
派

遣
）
山
道
輝
▽
住
民
福
祉
課
住
民

係
長
兼
福
祉
係
長
（
住
民
福
祉
課

住
民
係
長
兼
国
民
年
金
係
長
兼
福

祉
係
長
）
森
田
陽
▽
保
健
セ
ン
タ

ー
保
健
係
長
（
税
務
出
納
課
出
納

部
門
主
事
）
紀
室
栄
美
子
▽
農
林

商
工
課
農
業
係
長
兼
林
業
係
長

（
農
林
商
工
課
農
業
係
長
）
上
戸

鎖
栄
樹
▽
建
設
水
産
課
水
道
下
水

道
係
長
（
農
林
商
工
課
林
業
係
長

兼
商
工
係
長
）
深
渡
秀
利
▽
建
設

水
産
課
土
木
係
長
兼
漁
港
水
産
係

長
（
建
設
水
産
課
漁
港
水
産
係
長
）

佐
々
木
弘
樹
▽
教
育
委
員
会
出
向

係
長
（
政
策
推
進
室
観
光
交
流
推

進
係
長
）
宮
田
修
幸

　

◆
主
事
級
▽
総
務
課
主
事
（
教

育
委
員
会
出
向
主
事
）
野
場
奨
▽

総
務
課
主
事
（
保
健
セ
ン
タ
ー
主

事
）
坂
本
由
加
里
▽
税
務
出
納
課

出
納
部
門
主
事
（
住
民
福
祉
課
主

事
）
竹
下
雪
乃
▽
住
民
福
祉
課
主

事
（
税
務
出
納
課
出
納
部
門
主
事
）

中
村
晃
江
▽
住
民
福
祉
課
主
事

（
住
民
福
祉
課
主
事
補
）
斉
藤
潤

▽
農
林
商
工
課
主
事
（
住
民
福
祉

課
主
事
）
熊
谷
剛
▽
教
育
委
員
会

出
向
主
事
（
総
務
課
主
事
）
熊
谷

隆
志

　

◆
派
遣
▽
岩
手
県
政
策
地
域
部

市
町
村
課
研
修
（
総
務
課
主
事
）

坂
下
雄
洋
▽
久
慈
広
域
連
合
（
教

育
委
員
会
出
向
係
長
）
松
葉
修
志

▽
普
代
福
祉
会
派
遣
延
長
（
普
代

福
祉
会
派
遣
）
松
頭
育
子

　

◆
新
採
用
▽
政
策
推
進
室
主
事

補
・
中
花
光
汰
▽
税
務
出
納
課
税

務
部
門
主
事
・
菅
原
佑
介
▽
住
民

福
祉
課
主
事
補
・
菊
地
綾
佳
▽
建

設
水
産
課
主
事
補
・
大
上
晋
平
▽

認
定
子
ど
も
園
保
育
士
・
熊
谷
祥

美
　

◆
再
任
用
▽
大
屋
敷
八
千
代

（
診
療
所
准
看
護
師
）
▽
蛇
走
フ

サ
子(

診
療
所
准
看
護
師)

　

◆
退
職
者
▽
佐
々
木
健
一
（
農

林
商
工
課
長
兼
農
業
委
員
会
出

向
）
▽
岸
里
喜
美
子
（
認
定
子
ど

も
園
副
園
長
兼
保
育
係
長
）

　

村
副
村
長
に
前

岩
手
県
商
工
労
働

観
光
部
企
画
室
の

太
田
栄
時
（
44
）

氏
を
選
任
し
ま
し

た
。
太
田
氏
は
山

形
大
学
人
文
学
部

卒
。
平
成
10
年
に

県
職
員
に
採
用
さ

れ
、
広
聴
広
報
課

や
県
北
広
域
振
興
局
経
営
企
画
部

二
戸
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
な
ど
に

勤
め
て
き
ま
し
た
。

　

太
田
副
村
長
は
「
身
が
引
き
締

ま
る
思
い
で
す
。
柾
屋
村
長
を
し

っ
か
り
補
佐
す
る
と
同
時
に
、
職

員
一
人
一
人
と
力
を
合
わ
せ
て
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
村
民
の

皆
さ
ん
が
普
代
村
の
魅
力
を
実
感

し
な
が
ら
生
活
で
き
れ
ば
幸
い
で

す
。
早
く
普
代
に
な
じ
み
た
い
と

思
い
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

村
副
村
長
に
太
田
氏
選
任

　

力
を
合
わ
せ
村
政
運
営
を

村副村長に選任された太田栄時氏

異動する立臼分署長
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だ
い
の
明
日
を
考
え
る

「
一
日
駅
長
」
を
提
案

　

観
光
シ
ー
ズ
ン
を
控
え
た
４
月

８
日
、
村
公
衆
衛
生
班
連
合
会
は

全
村
民
に
呼
び
掛
け
、
ご
み
の
ポ

イ
捨
て
撲
滅
を
目
指
し
た
村
内
一

斉
の
ご
み
拾
い
「
ク
リ
ー
ン
ア
ッ

プ
大
作
戦
」
を
行
い
ま
し
た
。

　

午
前
６
時
30
分
ご
ろ
か
ら
、
各

地
区
の
村
民
の
皆
さ
ん
が
村
指
定

の
ご
み
袋
な
ど
を
片
手
に
、
道
路

脇
に
捨
て
ら
れ
た
ご
み
を
拾
い
集

め
ま
し
た
。

　

午
前
８
時
す
ぎ
に
は
、
各
地
区

の
ご
み
を
役
場
裏
駐
車
場
に
収

集
。
ご
み
の
中
に
は
ビ
ー
ル
や

ジ
ュ
ー
ス
、
コ
ー
ヒ
ー
の
空
き
缶

や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
瓶
な
ど
が
あ

　村ではこのほど、村の魅力や村政の情報を一冊にま
とめた「平成 29 年度版普代村村勢要覧」を発行しま
した。規格は本編 24㌻のフルカラーと資料編 12㌻の
一色印刷で、作成費用は 1,047,600 円でした。
　本編には村の観光や産業、防災情報を掲載し、資料
編には各統計などを参考に、数値から見る普代村をま
とめています。
　役場で保管し、無料で閲覧・提供が可能ですので、
村のＰＲなどの際はぜひご利用ください。お問い合わ
せなどは役場総務課広聴広報係（☎ 35-2111）までお
気軽にご連絡ください。

　

「
普
代
村
地
域
創
生
に
関
す
る

報
告
会
～
ふ
だ
い
の
明
日
を
考
え

る
～
」
が
３
月
７
日
、
役
場
で
行

わ
れ
、
地
方
創
生
有
識
者
ら
約
30

人
が
普
代
の
明
日
を
み
ん
な
で
考

え
ま
し
た
。

　

報
告
会
で
は
大
阪
府
の
追
手
門

学
院
大
学
地
域
創
造
学
部
地
域
創

造
学
科
の
学
生
た
ち
が
普
代
村
活

性
化
の
た
め
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
発

表
。
郷
土
食
を
使
用
し
た
給
食
な

ど
の
提
供
や
村
の
認
知
度
向
上
を

狙
い
と
し
た
カ

レ
ン
ダ
ー
の
作

成
を
提
案
し
ま

し
た
。
ふ
る
さ

と
納
税
を
活
用

し
た
村
の
活
性

化

法

も

提

案

し
、
村
に
寄
付

金
を
い
た
だ
く

た
め
に
返
礼
品

の
ま
す
ま
す
の

充
実
に
努
め
、

村
の
魅
力
発
信

に
力
を
い
れ
る

こ
と
が
必
要
と

話
し
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
学
生

た
ち
は
「
物
で

は
な
く
価
値
で

の
返
礼
」
を
推

奨
し
、
普
代
駅

の
駅
長
に
な
れ

る
権
利
を
返
礼
す
る
「
一
日
駅
長
」

を
提
案
。
「
お
金
で
は
買
え
な
い

『
職
』
を
体
験
し
て
も
ら
う
こ
と

で
そ
の
人
の
夢
を
か
な
え
、
村
の

魅
力
発
信
に
も
つ
な
が
る
の
で
は

な
い
か
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

一
方
で
「
何
円
の
寄
付
で
の
返

礼
に
す
る
か
」
「
寄
付
者
多
数
の

場
合
ど
う
す
る
か
」
な
ど
、
今
後

の
課
題
も
上
げ
、
提
案
内
容
の
実

現
に
向
け
た
具
体
的
な
方
法
な
ど

を
参
加
者
の
皆
さ
ん
と
探
り
ま
し

た
。

　

追
手
門
学
院
大
学
地
域
創
造
学

部
地
域
創
造
学
科
で
は
「
普
代
村

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
し
て
約
10
人

の
メ
ン
バ
ー
で
村
に
人
の
流
れ
を

つ
く
る
こ
と
な
ど
を
目
的
に
活
動

し
て
い
ま
す
。
昨
年
度
は
普
代
小

学
校
５
年
生
の
児
童
と
大
阪
府
で

交
流
し
た
り
、
村
の
現
地
視
察
や

調
査
を
行
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
同
大
学
の
文
化
祭
で
は
村

の
商
品
な
ど
の
Ｐ
Ｒ
活
動
も
行
っ

て
い
ま
す
。

　

同
大
学
と
村
は
平
成
27
年
４
月

に
包
括
連
携
協
定
を
結
び
、
両
者

が
相
互
に
発
展
で
き
る
よ
う
、
協

力
を
誓
い
合
っ
て
い
ま
す
。

り
ま
し
た
。
異

臭
が
漂
う
中
、

役

場

職

員
が

燃
え
る
ご
み
、

燃
え

な

い
ご

み
に
分
別
し
、

久

慈

の
ご

み

焼

却

場

に
運

び
ま
し
た
。

　

今

回

の
ク

リ

ー

ン

ア

ッ

プ

大

作

戦
で

集

ま

っ

た
ご

み

の

量
は

約

５
４
０
㌔
。
昨

年
は

同
ご

み

拾
い
で
約
８
８
０
㌔
の
ご
み
が
村

内
か
ら
収
集
さ
れ
、
今
年
は

３
４
０
㌔
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

で
す
が
、
ご
み
の
ポ
イ
捨
て
行
為

は
、
依
然
と
し
て
続
い
て
い
ま
す
。

ポ
イ
捨
て
は
絶
対
に
止
め
、
ご
み

の
な
い
き
れ
い
な
村
を
目
指
し
ま

し
ょ
う
。

の全国交通安全運動
交通安全意識を高める

　

春
の
全
国
交
通

安
全
運
動
が
４
月

６
日
か
ら
４
月
15

日
ま
で
展
開
さ

れ
、
４
月
10
日
に

交
通
安
全
関
係
者

ら
約
30
人
が
普
代

郵
便
局
前
と
旧
普

代
分
署
跡
地
で
交

通
安
全
の
普
及
・

啓
発
を
目
的
と
し

た
街
頭
指
導
を
行

い
、
登
校
す
る
児

童
生
徒
に
交
通
安

全
を
呼
び
掛
け
ま

し
た
。

　

同
日
に
は
、
普
代
郵
便
局
前
で

普
代
小
学
校
低
学
年
の
児
童
が
交

通
安
全
教
室
を
実
施
。
小
野
寺
誠

普
代
駐
在
署
長
や
交
通
指
導
隊
の

指
導
の
下
、
実
際
の
横
断
歩
道
を

使

っ

た

歩

行

練
習
を
行
い
、

交

通

安

全

へ

の

意

識

高

揚

な
ど

を

図

り

ま
し
た
。

　

新
児
童
ら
が

通
学
を
し
て
い

る
こ
の
時
期
、

保
護
者
も
ド
ラ

イ
バ
ー
も
交
通

安
全
へ
の
意
識

を
高
め
、
子
ど

も
た
ち
を
交
通

事
故
か
ら
守
り

ま
し
ょ
う
。

き
、
村
の
諸
行
事
に
積
極
的
に
ご

協
力
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
」
と
お
礼
し
、
そ
れ
ぞ

れ
の
代
表
者
に
感
謝
状
を
手
渡
し

ま
し
た
。

　

工
区
に
も
よ
り
ま
す
が
、
三
沿

道
の
工
事
は
今
後
も
続
く
予
定
で

す
。
鹿
島
建
設
株
式
会
社
白
井
地

区
道
路
工
事
事
務
所
の
乙
武
俊
彦

所
長
は
「
今
後
も
積
極
的
に
行
事

に
参
加
す
る
ほ
か
、
現
場
見
学
会

な
ど
を
行
い
た
い
で
す
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

域
貢
献
活
動
に
尽
力

三
沿
道
工
事
関
係
者
に
感
謝
状

29 年度版村勢要覧を発行

村のＰＲにご活用ください！

学生たちが村の活性化のためのアイディアなどを発表しました村内から収集されたごみは約 540㌔でした

キラウミ周辺のごみ拾いを行う
皆さん

右見て左見て…手を挙げて横断歩道を渡りましょう

交通安全への意識を高めましょう

このほど発行した平成 29 年度版普代村村勢要覧

ふだいのわだい

ふ

春

大
阪
府
の
学
生
に
よ
る

普
代
村
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

地
域
貢
献
活
動
の
一
環
と
し
て

村
内
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
積
極
的

に
協
力
い
た
だ
い
て
い
る
厚
意
に

対
し
、
村
内
の
三
陸
沿
岸
道
路
建

設
工
事
に
携
わ
る
鹿
島
建
設
株
式

会
社
、
戸
田
・
大
豊
特
定
建
設
工

事
共
同
企
業
体
、
田
野
畑
・
尾
肝

要
普
代
道
路
連
絡
協
議
会
に
村
か

ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

感
謝
状
の
贈
呈
式
は
３
月
28
日

に
役
場
で
行
わ
れ
、
柾
屋
村
長
が

「
道
路
工
事
が
忙
し
い
中
、
住
民

の
皆
さ
ま
へ
の
配
慮
を
い
た
だ

地

三沿道工事関係者らに感謝状が贈呈されました

リーンアップ大作戦
村内から約 540㌔収集

ク
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本はともだち
◆
幼
児
向
け

　
「
し
ん
ご
う
が
あ
お
に
か
わ
っ

た
ら
車
は
ど
う
す
る
か
な
？
」
と

パ
ト
カ
ー
が
し
ん
ご
う
き
の
色
を

み
な
が
ら
は
な
し
ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
と
つ
ぜ
ん
、
し
ん
ご

う
き
が
ピ
ン
ク
に
か
わ
り
ま
し

た
。
は
た
し
て
車
は
ど
う
す
る
の

で
し
ょ
う
？

（
あ
か
ね
書
房
）

図書室へ
　　行こう！

◆
小
学
生
向
け

　

日
本
に
は
た
く
さ
ん
の
神
様
が

い
ま
す
が
、
個
性
的
な
神
様
ば
か

り
。神
様
の
こ
と
を
知
る
こ
と
で
、

日
本
の
歴
史
や
日
本
人
の
宗
教
観

も
み
え
て
き
ま
す
。

　

神
様
の
こ
と
を
も
っ
と
わ
か
り

や
す
く
図
解
で
知
る
こ
と
の
で
き

る
一
冊
で
す
。（

エ
ク
ス
ナ
レ
ッ
ジ
）

普代村図書室

★

はまゆり子ども園

普代中 普代小

普代村役場
至
宮
古
→

★普代村図書室
開室時間：午前９時～午後５時
�休 室 日 ：毎週月曜日　
電話・FAX：
 　（0194）36-1044

『
日
本
の
神
様
解
剖
図
鑑
』

『
し
ん
ご
う
き
ピ
コ
リ
』

　「普代のワカメを食べてますますワカメが
好きになりました」と長島さん。

　友達の友達は…みんな友達。そんな思いを
込めて自分の友人知人をリレーで紹介するマ
イフレンドコーナー。今月は鹿島建設株式会
社の長島大介さん (26) です。

マイフレンド  Vol.117M Y
F R I E N D

『
ワ
カ
メ
が
大
好
き
で
す
』

　

鹿
島
建
設
白
井
地
区
道
路
工
事

事
務
所
の
長
島
大
介
さ
ん
。現
在
、

三
陸
沿
岸
道
路
の
野
田
～
久
慈
間

の
道
路
造
成
工
事
で
現
場
管
理
な

ど
を
行
っ
て
い
て
、
同
道
路
の
一

日
も
早
い
開
通
に
向
け
、
日
々
、

汗
を
流
し
て
い
ま
す
。

　

東
京
都
出
身
の
長
島
さ
ん
は
平

成
28
年
５
月
か
ら
太
田
名
部
に
あ

る
宿
舎
で
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
普

代
に
来
た
当
初
は
「
コ
ン
ビ
ニ
が

な
い
」「
寒
い
」
と
い
う
印
象
を

持
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。

　

一
方
で
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
連
続
テ
レ
ビ

小
説
『
あ
ま
ち
ゃ
ん
』
を
よ
く
見

て
い
た
こ
と
や
ワ
カ
メ
が
好
き
だ

っ
た
こ
と
か
ら
普
代
で
の
生
活
に

胸
を
躍
ら
せ
て
い
た
部
分
も
あ
り

ま
す
」
と
話
し
ま
す
。
家
族
全
員

ワ
カ
メ
が
好
き
な
こ
と
か
ら
、
帰

省
す
る
際
は
必
ず
ワ
カ
メ
を
買
っ

て
帰
る
そ
う
で
す
。

　

そ
ん
な
長
島
さ
ん
は
中
学
・
高

校
・
大
学
と
野
球
を
続
け
て
き
た

ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
。「
普
代
に
来
て

か
ら
は
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
く
ら
い

し
か
で
き
て
い
な
い
で
す
ね
」
と

長
島
さ
ん
。「
道
具
は
宿
舎
に
も

持
っ
て
き
て
い
る
の
で
、
野
球
を

や
る
と
き
は
誘
っ
て
く
だ
さ
い
。

準
備
は
で
き
て
い
ま
す
（
笑
）」

と
や
る
気
十
分
で
し
た
。

　

…
… 

Ｑ
＆
Ａ 

…
…

―
休
み
の
日
は
。

　

村
内
の
飲
食
店
で
食
事
を
し
た

り
、
社
会
人
に
な
っ
て
か
ら
始
め

た
ゴ
ル
フ
を
し
に
宮
古
市
に
行
っ

た
り
し
ま
す
。

―
時
間
と
お
金
が
あ
っ
た
ら
し
て

み
た
い
こ
と
は
。

　

東
南
ア
ジ
ア
へ
旅
行
に
行
き
た

い
で
す
。

―
村
へ
一
言
。

　

も
と
も
と
ワ
カ
メ
が
好
き
な
ん

で
す
が
、
普
代
の
ワ
カ
メ
を
食
べ

て
ま
す
ま
す
好
き
に
な
り
ま
し

た
。
い
つ
も
お
い
し
い
ワ
カ
メ
を

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

新年度もよろしく

お願いいたします！

＊ OPEN  19:00~
＊ CLOSE  SUNDAY
＊ TEL  0194 − 35 − 3625
	 080 − 1875 − 1408

ザ
・
キ
ャ
ビ
ン
カ
ン
パ
ニ
ー

平
藤　

喜
久
子

「Season２始まります」

　

前
回
も
局
員
と
し
て
村
の
Ｐ
Ｒ

活
動
に
尽
力
し
た
工
藤
恵
さ
ん
は

「
Ｓ
ｅ
ａ
ｓ
ｏ
ｎ
２
が
始
ま
る
こ

と
を
う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

多
く
の
人
に
普
代
の
魅
力
を
伝
え

る
と
同
時
に
、
前
回
と
は
違
う
切

り
口
で
一
歩
踏
み
込
ん
だ
デ
ィ
ー

プ
な
普
代
を
紹
介
で
き
れ
ば
と
思

い
ま
す
」
と
話
し
ま
す
。

　

ミ
ニ
番
組
の
作
成
や
フ
ェ
イ
ス

ブ
ッ
ク
を
活
用
し
た
「
県
内
及
び

全
国
へ
の
普
代
の
魅
力
の
Ｐ
Ｒ
」

を
主
な
業
務
と
す
る
ふ
だ
い
Ｆ
Ａ

Ｎ
。「
取
材
や
撮
影
を
し
て
い
く

中
で
、
新
し
い
発
見
が
あ
っ
た
と

　

平
成
28
年
10
月

か
ら
、
約
１
年
間

に
わ
た
り
普
代
村

の
魅
力
を
発
信
し

た
「
岩
手
め
ん
こ

い
テ
レ
ビ
普
代
局

ふ
だ
い
Ｆ
Ａ
Ｎ
」。

今
月
６
日
、
役
場

２
階
に
再
び
開
局

し
、
14
日
か
ら
は

「
青
の
国
か
ら
～

ふ
だ
い
Ｔ
Ｖ
～

Ｓシ

ー

ズ

ン

ｅ
ａ
ｓ
ｏ
ｎ

２
」
の
放
送
が
始

ま
っ
て
い
ま
す
。

き
が
と
て
も
う
れ

し
い
！
」
と
言

う
工
藤
さ
ん
は
今

年
も
村
中
を
駆
け

回
り
ま
す
。

　
「
前
回
よ
り
放

送
時
間
が
早
く
な

っ
て
い
る
の
で
お

間
違
え
の
な
い
よ

う
に
！
」
と
工

藤
さ
ん
が
呼
び
掛
け
る　
「
青
の

国
か
ら
～
ふ
だ
い
Ｔ
Ｖ
～
Ｓ
ｅ
ａ

ｓ
ｏ
ｎ
２
」
は
、
毎
週
土
曜
日
午

後
４
時
55
分
か
ら
８
チ
ャ
ン
ネ
ル

で
放
送
中
で
す
。

　

村
で
は
、
昨
年
放
送
さ
れ
た
ふ

だ
い
Ｔ
Ｖ
全
49
回
が
収
録
さ
れ
た

総
集
編
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
作
成
し
ま
し

た
。
村
の
特
産
品
や
頑
張
っ
て
い

る
人
、
イ
ベ
ン
ト
の
様
子
な
ど
、

ふ
だ
い
Ｆ
Ａ
Ｎ
が
活
動
し
て
き
た

１
年
間
の
普
代
が
詰
ま
っ
て
い
ま

す
。
国
民
宿
舎
く
ろ
さ
き
荘
と
株

式
会
社
青
の
国
ふ
だ
い
で
１
枚

２
１
６
０
円
（
税
込
）
で
販
売
し

て
い
ま
す
。
限
定
２
０
０
枚
と
な

り
ま
す
の
で
、
お
買
い
求
め
の
際

は
お
早
め
に
ど
う
ぞ
。

岩手めんこいテレビ普代局

軽乗用車 軽トラック ライトバン 1.5ｔトラック 10人乗りワゴン

㈲ガレージナカタ 普代村 23−22−43  TEL 35−3132㈲ガレージナカタ 普代村 23−22−43  TEL 35−3132

レンタカー始めました�
　 お気軽にご相談ください

軽自動車は10分 100円（税別）で必要な時間だけ利用できます。
●営業時間  昼 : 11：30～13：30（要予約）　夜 :18：00～23：00
●定 休 日  昼 : 日曜日・月曜日　　　　 夜 : 日曜日

普代村中央区  電話 35−2313  携帯 090−5833−1637

※それぞれ要予約

特選海鮮寿司
特 選 海 鮮 丼

各 1,000えん（税込）

5/13（日）母の日 5/22（火）鵜鳥神社例大祭

総
集
編
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
販
売

Season２
もご視聴よ

ろしくお願
いします

DVD は 2160 円 で
販売中

きんちゃん寿司  ☎35－2290
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370

ゆうとくん
（はまゆり子ども園さくら組）

た
け
だ
ゆ
う
と
く
ん
（
武
田

優
翔
、
５
歳
）
か
ら
父
・
文
智
さ

ん
、
母
・
な
つ
き
さ
ん
へ

　

か
あ
さ
ん
は
や
さ
し
く
て
お
い

し
い
ご
は
ん
を
つ
く
っ
て
く
れ
る

よ
。
か
あ
さ
ん
の
つ
く
る
お
つ
ゆ

が
だ
い
す
き
な
ん
だ
。
か
あ
さ
ん

と
は
る
と
（
弟
）
と
そ
と
で
バ
イ

ク
の
お
も
ち
ゃ
に
の
っ
て
あ
そ
ぶ

の
が
た
の
し
い
か
ら
、
ま
た
や
り

た
い
な
。
カ
レ
ー
を
つ
く
る
お
て

つ
だ
い
を
が
ん
ば
る
ね
！

　

と
う
さ
ん
は
や
さ
し
く
お
こ
る

か
ら
こ
わ
く
な
い
よ
。
ト
ラ
ン
ポ

リ
ン
で
あ
そ
ん
で
く
れ
る
け
ど
、

ゴ
ジ
ラ
の
お
も
ち
ゃ
で
も
い
っ

し
ょ
に
あ
そ
び
た
い
な
。
だ
か
ら

か
っ
て
ち
ょ
う
だ
い
ね
。
お
お
き

く
な
っ
た
ら
、
お
お
た
な
べ
の
こ

ん
ぶ
の
お
て
つ
だ
い
を
が
ん
ば
る

ね
！

普代村13－12－8　TEL・FAX 35－2561

沢口畳店

畳工事一式、内装工事、ふすま・障子・屏風張替

　 沢口畳店

　

こ
ん
に
ち
は
。
山
火
で
す
。
先

日
東
京
へ
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、

人
の
多
さ
と
移
動
の
大
変
さ
に
驚

き
ま
し
た
。
１
年
前
ま
で
、
毎
日

の
よ
う
に
満
員
電
車
に
乗
っ
て
い

た
日
常
が
自
分
に
と
っ
て
非
日
常

に
な
っ
て
い
て
、
住
め
ば
都
だ

な
ぁ
と
感
じ
ま
し
た
。
東
京
に
い

る
と
き
は
毎
日
１
万
歩
以
上
歩
い

て
い
た
の
に
対
し
、
今
は
約
３
０

０
０
歩
。
暖
か
く
な
っ
て
き
た
の

で
歩
き
回
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
改
修
中
だ
っ
た
ふ
れ
あ

い
交
流
セ
ン
タ
ー
の
閲
覧
室
部
分

が
完
成
し
ま
し
た
！
名
前
は

「
普ふ
だ
い
さ
ん
じ
ゅ
う
ご
ば
ん
か
ん

代
参
拾
伍
番
館
」。
４
月
２
日

か
ら
開
放
し
て
い
ま
す
。
図
書
の

閲
覧
室
と
交
流
ス
ペ
ー
ス
と
し

て
、
皆
さ
ん
の
癒
し
の
空
間
に

な
っ
て
欲
し
い
と
願
っ
て
い
ま

す
。
基
本
的
に
は
山
火
が
常
駐
し

て
い
ま
す
が
、
不
在
の
場
合
も
あ

る
の
で
そ
の
時
は
ゆ
っ
く
り
く
つ

ろ
い
で
い
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

あ
り
が
た
い
こ
と
に
、「
カ
フ
ェ

を
始
め
る
ん
で
し
ょ
？
」
と
皆
さ

地
域
お
こ
し
協
力
隊
通
信
№
36

　「
普ふ

だ
い
さ
ん
じ
ゅ
う
ご
ば
ん
か
ん

代
参
拾
伍
番
館
」

今月は

　山
やま

火
び

隊員です

中央区   三船製菓  ☎35－2020

おやき、
ドーナツ、

販売します！

５月の行事

　 こどもまつり
　 普代小運動会
　 鵜鳥神社例大祭

などなど…

ん
か
ら
期
待
の
声
を
い
た
だ
い
て

い
ま
す
が
、
カ
フ
ェ
は
現
在
準
備

中
で
す
。
も
う
少
し
お
待
ち
く
だ

さ
い
ね
。
ま
ず
は
図
書
室
に
来
て

本
を
読
み
な
が
ら
く
つ
ろ
い
だ

り
、
お
友
達
と
お
し
ゃ
べ
り
を
す

る
場
と
し
て
活
用
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

定
休
日
は
日
曜
日
と
月
曜
日
で

す
。

　

次
の
２
つ
の
問
題
を
読
み
、
３

つ
の
答
え
の
中
か
ら
正
し
い
も
の

を
選
び
、
は
が
き
で
応
募
し
て
く

だ
さ
い
。
①
は
10
㌻
か
ら
、
②
15

㌻
か
ら
の
出
題
で
す
。

　

①
30
年
度
の
村
の
一
般
会
計
当

初
予
算
は
何
億
円
で
し
ょ
う
？

　

Ａ　

18
億　

Ｂ　

28
億　

Ｃ　

38
億

　

②
４
月
８
日
に
行
わ
れ
た
ク

広
報
ク
イ
ズ

リ
ー
ン
ア
ッ
プ
大
作
戦
で
村
内
か

ら
約
何
㌔
の
ご
み
を
収
集
し
た
で

し
ょ
う
？

　

Ａ　

５
４
０
㌔　

Ｂ　

６
４
０

㌔　

Ｃ　

７
４
０
㌔　

　
【
応
募
方
法
】
は
が
き
に
答
え
、

郵
便
番
号
、
住
所
（
地
区
名
）、

氏
名
、
年
齢
、
性
別
、
世
帯
主
の

名
前
、
電
話
番
号
を
書
い
て
応
募

し
て
く
だ
さ
い
。
正
解
者
の
中
か

ら
抽
選
で
３
人
に
図
書
カ
ー
ド
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。
は
が
き
に

広
報
ふ
だ
い
の
感
想
、
ご
意
見
、

イ
ラ
ス
ト
な
ど
を
書
い
て
応
募
し

て
く
だ
さ
い
。

　
○
あ
て
先
…
〒
０
２
８-

８
３

９
２ 

普
代
村
９-

13-

２　

普
代

村
役
場　

広
報
ク
イ
ズ
係

　
○
締
め
切
り
…
５
月
７
日︵
月
）　

当
日
消
印
有
効

　
○
３
月
号
の
答
え
…
①-

Ｃ　

②-

Ｃ

　
○
応
募
総
数
…
３
通
で
３
人
が

正
解
で
し
た
。
抽
選
の
結
果
、
次

の
３
人
に
図
書
カ
ー
ド
を
お
送
り

し
ま
す
。

　

当
選
者
…
①
滝
澤
き
ら
ら
さ
ん

（
久
慈
市
・
９
歳
）
②
滝
澤
ひ
び

き
く
ん
（
久
慈
市
・
６
歳
）
③
大

坪
桜
ち
ゃ
ん
（
久
慈
市
・
１
歳
）

近づく「華のまち・普代村」
　 平 成 28 年 11 月 29 日
に役場庁舎周辺に植樹し
た河津桜の苗木が蕾を付
け、まもなく開花を迎える
見込みです。村では「華の
まち・普代村」構想プロ
ジェクトとし、普代浜園地
や黒崎展望台など、村内数

カ所に河津桜の苗木を植樹しています。
　河津桜はソメイヨシノなどよりも早く開花し、
寒さや潮風に強いという特徴があります。県北地
域で一足早く春の訪れを告げる地域となるよう、
今後の成長に期待が膨らみます。

滝澤きららさん
（久慈市・９歳）

色
ん
な
動
物
が
い
て
楽
し
そ
う
な
入
学
式
！
○広  

膨らむ河津桜の蕾

古い木製家具をやすりで削ります
（3/31 に行った家具リペアイベント）

さまざまな芸術も生まれました
（3/31 に行った家具リペアイベント）

イベント終了後のおやつタイム

大坪桜ちゃん
（久慈市・１歳）

お
兄
ち
ゃ
ん
と
な
か
よ
し
だ
ね
！
○広  

滝澤ひびきくん
（久慈市・６歳）

桜
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
か
わ
い
い
ね
！
○広  

蕾が膨らむ河津桜
（４／ 13 撮影）

中央区　上神田精肉店（☎35-2210）　
年中無休！8:00 から 20:00 まで

花咲けパッカ～ン⁉
はなかっぱ

昆布入り
和牛メンチカツ

ぜひ、ご賞味ください！

お電話一本頂ければお電話一本頂ければ
出来立てをご用意致します。

＠160 円

ゴールデンウィークも
　　　　　休まず営業中！
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茂石総業  代表 茂石祐次  ☎35−2933

愛車の車検 お気軽にご相談ください。

東北運輸局長指定
民 間 指 定 工 場

電　話 0194ー35ー2216
ＦＡＸ 0194ー35ー2158㈲ナガサワ自工

代車無料���早い�
  安い�

これまでの合計額　41,032,721円

ふるさと応援寄付金
（３月１日〜３月31日分、26人）

  ■村内の交通事故《２月》
	 人身事故　０件（０件）

	 物損事故　３件（３件）

	 ※（ ）内は１月からの累計

  ■救急車の出動件数《３月》  � ８件

  ■飲酒運転検挙状況（県交通安全対策協議会調べ）

	 県内33市町村中ワースト順位…10位
� （平成30年１月31日現在）
	 村内の検挙者数《１月》�０人（０人）

	 県内の検挙者数《１月》�22人（22人）

	 ※（ ）内は１月からの累計

お誕生おめでとう（０人）

ご結婚おめでとう（０組）

お悔やみ申し上げます（１人）

太田　馨　　　太田名部� 91歳

久慈地区法律相談
▶期日…５月９日（水）、18日(金)▶時
間…10:30〜15:30▶場所…久慈市役所
▶問い合わせ先…久慈市役所生活環境
課（☎ 0194−52−2111）

多重債務者相談
▶期日…5月24日(木)▶時 間…10:00
〜15:00▶場所…久慈市・久慈広域消
費生活センター▶問い合わせ先…同セ
ンター（☎ 0194−54−8004）

くらしとお金の安心相談会
▶日時…５月16日(水) 10:00〜16:00
▶場所…久慈市・久慈広域消費生活セ
ンター▶問い合わせ先…同センター

（☎0194−54−8004）

エイズ・肝炎ウイルス・梅毒・性器
クラミジア検査、骨髄バンク登録

▶日時…5月8日(火) ①エイズ・肝炎・
性器検査：15:00〜18:00 ②骨髄バン
ク登録（要予約）：15:00〜18:00

精神保健福祉相談
▶日時…5月18日(金) 13:30〜（要予
約）

ひきこもり相談
▶日時…5月21日(月) 14:00〜15:30　
　３件とも、問い合わせ先は久慈保健
所保健課（☎ 0194−53−4987）

久慈保健所での相談

 困っていたら相談を！

６件とも事前に予約が必要です

定 期 無 料 相 談ご存じ
ですか ?

３月分（敬称略・順不同）

戸籍の窓

交通安全 対策情報

　村からのお知らせなどはこのコー
ナーで行います。皆さんからの情報
もお待ちしています。総務課広聴広
報係（☎ 35−2111）

　村農業委員会では、農業者年金への
加入を推進しています。農業者年金は
①国民年金第１号被保険者で②年間
60 日以上農業に従事し③ 60 歳未満
の人であればだれでも加入できます。
　積み立て方式の終身年金で、80 歳
までの保証が付きます。税制面の優遇
措置や農業の担い手には特別な支援が
あります。　詳しくは村農業委員会（☎
35-2115）まで。

　自動車税は自動車の所有者が納める
税金です。納税通知書は４月末に皆さ
んのお宅に届く予定ですので、納期限
までに忘れずに納めましょう。
　４月１日現在で車検が切れたまま６
カ月経過している自動車については、
納税通知書を送付しません。車検が切
れた自動車を使用する予定がある場合
は、自動車税を納めていただく必要が
ありますので、県税室までお問い合わ
せください。
▶問い合わせ先…県北広域振興局県税
室（☎ 0194-53-4986）

　一般社団法人岩手県母子寡婦福祉連
合会では離婚や養育費についてのお困
りごとやお悩みなどの弁護士による無
料相談会を次のとおり行います。
▶ 日 時 … 平 成 30 年 6 月 6 日（ 水 ）
10：00 ～ 15：00
▶場所…久慈地区合同庁舎２階相談室
▶対象…ひとり親家庭、寡婦の人など
　お申し込みなどは県北広域振興局保
健 福 祉 環 境 部（ ☎ 0194-53-4982）
または久慈市母子寡婦福祉協会長（☎
0194-53-2839）まで。

5/31 は自動車税の納期限

●防火管理新規講習
　平成 30 年度の甲種防火管理新規講
習を次のとおり実施します。
▶日時…平成 30 年 8 月 2 日（木）～
3 日（金）
▶場所…久慈市防災センター３階防災
教育ホール
▶講習料…6,500 円
▶受付期間…平成 30 年 6 月 27 日（水）
～ 7 月 11 日（水）※受験願書は久慈
消防署及び各分署にあります。
●危険物取扱者試験　
　平成 30 年度の危険物取扱者試験を
次のとおり開催します。
▶日時…平成 30 年 6 月 30 日（土）
▶場所…久慈市防災センター
▶受付期間…①電子申請：平成 30 年
５月４日（金）～５月 11 日（金）②
書面申請：平成 30 年５月 7 日（月）
～ 14 日（月）※受験願書は久慈消防
署及び各分署にあります。
▶合格発表予定…７月 20 日（金）
　詳細については久慈消防本部消防課
予防保安係（☎ 0194-53-0119）ま
たは普代分署（☎ 35-2119）までお
問い合わせください。

　社会保険に加入・離脱をされた時に
は役場住民福祉課への届け出が必要で
す。届け出が遅れると、国保税の納付
書送付・還付も遅れることになるので
忘れずに行ってください。
　詳しくは役場住民福祉課（☎ 35-2
113　内線 136）まで。

　久慈広域消費生活センターでは広域
町村での消費生活相談会を次のとおり
開催します。消費者トラブルなどでお
困りの問題がございましたらお気軽に
ご利用ください。
▶ 日 時 …４月 23 日（月）13:30 ～
15:30　※要予約
▶場所…普代村役場（２階会議室）
　予約・お問い合わせは役場住民福祉
課（☎ 35-2113）または久慈地区被
災 者 相 談 支 援 セ ン タ ー（ ☎ 0120-
934-755）まで。

　75 歳以上の方と一定の障がいがあ
り、申請により認定を受けた 65 歳以
上 75 歳未満の方は誕生日（認定）当
日から後期高齢者医療制度の被保険者
となります。
　保険証は 75 歳の誕生日の前に郵送
しますので手続きは不要です※障がい
認定は手続きが必要です。
　お医者さんにかかる時は、忘れずに
窓口に提示してください。万が一、紛
失したり、破れたりした場合は再交付
できますので役場住民福祉課に届け出
てください。
　その他、わからないことなどがあり
ま し た ら、 役 場 住 民 福 祉 課（ ☎
35-2113　内線 137）までお問い合
わせください。

「消費者トラブル」相談を

防火管理講習・危険物試験

後期高齢医療制度について

国保資格の届け出を

ひとり親家庭の法律相談

平成 30 年村消防団
特別点検日程変更

×平成 30年４月 22日
〇平成 30年４月 29日

農業者年金への加入者募集

ゴールデンウィークは

緑の村へ！

　ゴールデンウィークの村恒例行

事となった緑の村こどもまつりが

次の日程で開催されます。

　村内外の商店の出店や豪華景品

の当たる大抽選会などイベントも

盛りだくさんです。当日は緑の村

が子どもの国に大変身⁉ご家族そ

ろってお越しください。

〇日時…平成 30 年５月５日（土）
10：00 ～

〇場所…緑の村
昨
年
行
わ
れ
た
イ
ベ
ン
ト
の

ポ
ニ
ー
乗
馬
体
験

普代村
中央区まつば時計店 35－2276☎

　　コンタクトレンズデビュー！

ワンデイアキュビュモイストワンデイアキュビュモイスト

コンタクトレンズを外して…… メガネセットが
15000 円（税抜）

春春

春だから瞳ウルウルウルオイモイスト

コンタクトレンズ
眼科処方箋もどうぞ！

ポイント　つきます！



日 月 火 水 木 金 土
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５月のこんなこと、あんなこと
振替休日

黒 崎 キ ャ ン プ 場
オープン（同日か
ら 10 月 31 日 ま
で）
軽 自 動 車 税 納 期
限・固定資産税第
１期納期限

鵜鳥神社例大祭

青少年劇場

１歳６カ月児・３
歳児健診（ 受 付
12:15～12:30、◯保）

憲法記念日

ブックスタート
乳児健診（ 受 付
12:15～12:30、◯保）

みどりの日 こどもの日
緑の村こどもま
つり

体育施設無料開放日

普代中学校体育祭

普代小学校運動
会

○保は保健センター
○北は北緯40度野球場
○社は社会体育館
○管は管理センター
○ふはふれあい交流
センター
○診は医科診療所
○Ｂは海洋センター
○はははまゆり子ど
も園

昭和の日

第 ４ 回 教 育 長 杯
マ レ ッ ト ゴ ル フ
大会（黒崎マレッ
トゴルフ場）

地区通信陸上

◆
住
民
福
祉
課
か
ら

　

祝　

１
０
０
歳
到
達

4/29

13

27

30

7

21

1

15

22

29

9

23

3

17

24

31

4

11

25

5

12

19

26

（仏滅）

（赤口）

（仏滅）

（大安）

（赤口）

（仏滅）

（赤口）

（仏滅）

（大安）

（赤口）

（友引）

（赤口）

（友引）

（赤口）

（先勝）

（友引）

（先負）

（仏滅）

（友引）

（仏滅）

（大安）

（友引）

（先負）

　

力
持
の
中
山
ヒ
ロ
さ
ん
が
平
成

30
年
２
月
11
日
、
深
渡
ウ
メ
子
さ

役場からのお知らせ・話題

ん
が
同
年
３
月
18
日
に
め
で
た
く

１
０
０
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
、
普

代
村
長
か
ら
祝
い
金

と
直
筆
の
色
紙
が
贈

ら
れ
、
親
族
ら
に
囲

ま
れ
な
が
ら
長
寿
を

祝
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
で
平
成
30
年

４
月
13
日
現
在
、
村

で
の
１
０
０
歳
以
上

の
人
は
７
人
と
な
り

ま
し
た
。

　　

村
で
は
子
ど
も
が

生
ま
れ
た
家
庭
に
祝

い
金
を
贈
呈
し
て
い

ま
す
。
金
額
は
第
一

子
15
万
円
、
第
二
子

20
万
円
、
第
三
子
以

降
に
30
万
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

村
広
報
紙
で
は
今

後
、
祝
い
金
を
贈
呈

し
た
新
生
児
や
そ
の

ご
家
族
を
紹
介
し
て

い
く
予
定
で
す
。

　　　　電話  35−2045
　　　　FAX  35−2827中央区髙橋薬局

　

村
で
は
森
林
資

源
の
確
保
と
多
様

な
公
益
的
機
能
の

発
揮
、
緑
地
の
保

全
な
ど
を
目
的

に
、
コ
ナ
ラ
造
林

に
対
し
て
補
助
金

を
交
付
し
ま
す
。

村
で
の
補
助
率
は

査
定
事
業
費
の
10

㌫
以
内
で
、
県
の

補
助
も
合
わ
せ
る

と
約
80
㌫
に
な
り

ま
す
。

　

コ
ナ
ラ
の
木
は
木
炭
の
材
料
や

シ
イ
タ
ケ
の
原
木
に
使
わ
れ
る
ほ

か
、
森
づ
く
り
が
海
を
守
る
こ
と

に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
昨
年
10
月

に
は
久
慈
地
方
森
づ
く
り
大
会
が

行
わ
れ
、
コ
ナ
ラ
の
苗
木
７
５
０

本
を
村
有
林
に
植
樹
し
ま
し
た
。

　

造
林
場
所
の
条
件
な
ど
に
よ
り

事
業
費
が
異
な
る
の
で
、
詳
し
く

は
役
場
農
林
商
工
課
（
☎
35-

２

１
１
５
）
ま
た
は
久
慈
地
方
森
林

組
合
（
☎
０
１
９
４-

74-

２
７

４
７
）
ま
で
お
気
軽
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆農林商工課から

コナラ造林を補助

造 林 経 費
県補助金
約 68％

村補助金
10㌫ 自己負担金

昨年行われた第３回久慈地方森づくり大会

■補助金の交付率

新
生
児
に
も

祝
い
金
を
贈
呈

めでたく 100 歳を迎えた中山ヒロさん（写真＝左）と深渡ウメ子さん

　　５月　上神田精肉店

普代ポイントカード会   普代商工会内　☎ 35−2132

　毎月普代村共通商品券（500 円）と抽選会場加盟店からのプレ
ゼントが20 名様に当たるラッキーチャンス。５月の抽選会場は
次のとおりです。

ラッキーチャンス抽選会！
　満点カードで買い物をすると抽選券が
もらえます。抽選券をもらったら、赤い
のぼり旗の抽選会場へ。抽選券の有効期
限は、発行日より３カ月となっておりま
すので、お早目に抽選にご参加ください。
　詳しくは加盟店店頭チラシをご覧くだ
さい。

受
付
対
象
テ
ー
プ（
原
版
）
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		  前月比	 前年比
人　口	 2,758人	 （− 11）	（−41）
  （男）	 1,366人	 （－ ４ ）	（−４）
  （女）	 1,392人	 （− ７）	（−37）
世　帯	 1,159戸	 （＋ １ ）	（＋３）

人口と世帯 ３月末現在

村内卒入園式・卒入学式

▼
今
月
号
か
ら
広
報
ふ
だ
い
は
全
㌻

カ
ラ
ー
で
す
。
写
真
が
よ
り
鮮
明
に

映
る
の
で
腕
を
磨
き
な
が
ら
頑
張
り

ま
す
▼
と
決
意
し
て
い
ま
し
た
が
、

４
月
で
広
報
担
当
を
外
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
取
材
先
な
ど
で
お
会

い
す
る
機
会
は
減
る
か
と
は
思
い
ま

す
が
、
後
任
の
坂
本
さ
ん
、
そ
し
て

広
報
ふ
だ
い
を
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

�

（
下
道
崚
聖

）

4/5 子ども園入園式（17人入園） 4/6 普代小入学式（14人入学） 4/5 普代中入学式（14人入学）

3/23 子ども園卒園式（13人卒園） 3/20 普代小卒業式（15人卒業） 3/13 普代中卒業式（20人卒業）

　はまゆり子ども園の卒入園式と普代小中学校の卒入学式が３月 13 日から４月６

日までの間にそれぞれ行われ、保護者や先生、来賓に見守られる中、園児や児童生

徒が式に臨み、思い出多き学び舎や仲間との別れを惜しみながらも新しい出会いに

胸を膨らませました。

▼
４
月
か
ら
広
報
を
担
当
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。
新
し
い
仕
事
に
分

か
ら
な
い
こ
と
ば
か
り
で
す
が
、
１

か
ら
勉
強
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
今
後
見
か
け
た
際
に
は
ぜ
ひ
感

想
な
ど
教
え
て
く
だ
さ
い
▼
広
報
を

作
る
に
あ
た
り
、
た
く
さ
ん
の
方
の

お
世
話
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
至
ら

な
い
点
も
多
い
未
熟
者
で
す
が
、
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

    （
坂
本
由
加
里

）


